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AIC (Akaike, 1974)やBIC (Schwartz, 1978)で知られる情報量規準によるモデル選択を考える.

モデル選択結果は確率変数であり, その不確実性を評価することで, モデル選択結果の信頼性を検
証することが可能になる. すでに, Shibata (1976)やNishii (1984)により, 情報量規準によるモデ
ル選択結果の漸近的な性質が与えられている. しかしながら, 実際のデータは有限であるため, 有
限標本での不確実性を評価することは肝要である. 本報告では, 真のモデルの選択確率を近似し,

有限標本でのモデル選択結果の妥当性を検証する手法を提案する.

観測されたデータを y1, . . . , yn
i.i.d.∼ f(y;θ∗)とし, θ∗ = (θ∗1, . . . , θ

∗
p)を未知パラメータとする. 候

補のモデルMk (k = 1, . . . , p)の下で θ∗ = θ(k)
∗ = (θ∗

k, τk)を仮定する. ただし, θ∗
k = (θ∗1, . . . , θ

∗
k)

であり, τk = (τk+1, . . . , τp)は既知とする. さらに, 真のモデルをMqとする. このとき, モデルMk

における情報量規準を

IC(Mk; cn) = −2
n∑

i=1

log f(yi; θ̂k) + kcn

と表現する. ただし, cnは nに関する数列であり,

θ̂k = argmax
θk

n∏

i=1

f(y;θ(k)),

θ(k) = (θk, τk)である. 本報告では, Imori, Katayama & Wakaki (2014)で提案された選択手法の
拡張である以下の手法を用いて Pr{k̂(cn) = q}の近似式を導く.

k̂(cn) = max
1≤k<p

{kI(IC(Mk; cn) > IC(Mp; cn))}+ 1.
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